
 

Ａ     Ｂ   図のように BＥとＣＤを延長し、 

        F     その交点をＧとします。 

   E          ＡＥ：ＥＤ＝２：１なので 

              ＡＢ：ＧＤ＝２：１ 

G  D       C  ＡＢ：ＤＣ＝２：３なので 

 ＡＢ：ＧＣ＝２：４＝１：２になります。 

したがって ＡＦ：ＦＣ＝１：２ 

三角形ＡＢＦの面積と三角形ＢＣＦの面積の比は １：２  

前回の問題で 三角形ＡＢＣの面積と台形の面積の比は ２：５ だから 

三角形ＡＢＦの面積は元の台形の面積の比は 

      １ 
   ２×   ：５＝２：１５ 
      ３ 
                     ２ 
    

            答え １５  

◆問題    

 図のように、ＡＢとＤＣが平行な台形がある。   

上底と下底の長さの比は２：３であり、点 E はＡＤをＡＥ：ＥＤ＝２：１に               

分ける点です。 

三角形ＡＢＦの面積は元の台形の面積の何分のいくつでしょうか。 

         


